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国
は
多
文
化
共
生
政
策
へ
の
取
り
組
み
遅
れ
る

言
語
、教
育
、医
療
、住
居
な
ど
課
題
は
幅
広
い

基
本
法
の
制
定
や
担
当
組
織
の
設
置
が
不
可
欠

やまわき・けいぞう
東大法卒、コロンビア大
修士（国際関係論）。専門
は移民政策、多文化共生

　
２
０
１
８
年

月
、
改
正
入
管

法
が
成
立
し
、
政
府
は
新
た
な
外

国
人
労
働
者
受
け
入
れ
の
た
め
の

在
留
資
格
「
特
定
技
能
」
を
創
設

し
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
を
設
置

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
併
せ
て
同

月
下
旬
に
は
「
外
国
人
材
の
受
け

入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対

応
策
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
法
務
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

年
６
月
末
時
点
で
約
２
６
４
万
人

の
外
国
人
が
住
ん
で
い
る
。
在
留

外
国
人
は
特
に
１
９
９
０
年
代
以

降
増
え
た
。

年
の
世
界
金
融
危

機
と

年
の
東
日
本
大
震
災
の
影

響
で
一
時
期
減
っ
た
が
、

年
以

降
は
再
び
大
き
く
増
え
て
い
る
。

　
外
国
人
受
け
入
れ
に
関
す
る
政

策
は
、
ど
の
よ
う
な
外
国
人
の
入

国
を
ど
の
程
度
の
規
模
で
認
め
る

か
に
関
わ
る「
出
入
国
管
理
政
策
」

と
、
入
国
し
た
外
国
人
を
支
援
し

社
会
の
構
成
員
と
し
て
受
け
入
れ

る
「
多
文
化
共
生
政
策
」
に
分
か

れ
る
。
後
者
は
海
外
で
は
「
統
合

政
策
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
出
入
国

管
理
政
策
と
多
文
化
共
生
政
策
は

外
国
人
受
け
入
れ
の
両
輪
だ
。

　

年
の
国
会
審
議
で
は
、
新
た

に
受
け
入
れ
る
外
国
人
労
働
者
を

「
移
民
」
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
が
論

争
と
な
っ
た
。
そ
の
呼
び
方
に
か

か
わ
ら
ず
、
新
た
な
外
国
人
労
働

者
受
け
入
れ
が
成
功
す
る
鍵
は
多

文
化
共
生
政
策
に
あ
る
。
滞
在
が

長
期
化
す
る
ほ
ど
多
文
化
共
生
政

策
の
ニ
ー
ズ
は
増
し
、
短
期
の
滞

在
だ
と
し
て
も
就
労
・
生
活
環
境

が
良
け
れ
ば
外
国
人
の
満
足
度
が

上
が
り
、
社
会
と
の
摩
擦
や
あ
つ

れ
き
が
起
き
に
く
い
か
ら
だ
。

　
出
入
国
管
理
政
策
は
国
（
日
本

で
は
法
務
省
）
の
所
管
だ
が
、
多

文
化
共
生
政
策
は
国
と
地
方
自
治

体
が
連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き
分

野
だ
。
し
か
し
日
本
で
は
長
く
自

治
体
の
取
り
組
み
が
先
行
し
、
国

の
取
り
組
み
は
遅
れ
て
き
た
。

　
自
治
体
の
外
国
人
住
民
施
策
が

進
ん
だ
の
は

年
代
以
降
だ
。
当

時
、
在
日
コ
リ
ア
ン
が
多
く
居
住

す
る
自
治
体
で
外
国
人
を
住
民
と

し
て
受
け
入
れ
る
施
策
が
進
ん

だ
。
一
方
、

年
代
に
外
国
人
労

働
者
が
増
え
、

年
代
に
東
海
地

方
な
ど
で
南
米
系
日
系
人
の
定
住

化
が
進
ん
だ
。
外
国
語
で
の
情
報

提
供
や
相
談
を
受
け
付
け
る
自
治

体
が
増
え
た
が
、
外
国
人
が
急
増

し
た
公
営
住
宅
で
は
ゴ
ミ
出
し
、

騒
音
、
路
上
駐
車
な
ど
に
関
わ
る

住
民
間
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
。

　
こ
の
状
況
を
受
け
、

年
代
に

は
総
合
的
に
外

国
人
住
民
施
策

を
進
め
る
自
治

体
が
増
え
た
。

そ
の
時
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
「
多

文
化
共
生
」だ
。

総
務
省
が

年

度
に
設
け
た
研

究
会
は
、
地
域

で
の
多
文
化
共

生
を
「
国
籍
や

民
族
な
ど
の
異

な
る
人
々
が
、

互
い
の
文
化
的

ち
が
い
を
認
め

合
い
、
対
等
な

関
係
を
築
こ
う
と
し
な
が
ら
、
地

域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生

き
て
い
く
こ
と
」
と
し
た
。
そ
し

て
多
文
化
共
生
を
国
際
交
流
、
国

際
協
力
に
続
く「
地
域
の
国
際
化
」

の
柱
と
位
置
づ
け
た
。

　

年
代
に
な
る
と
、
浜
松
市
や

東
京
都
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
都

市
を
め
ざ
し
て
外
国
人
の
活
躍
を

支
援
す
る
自
治
体
が
増
え
た
。
ま

た
広
島
県
安
芸
高
田
市
（
人
口
約

３
万
人
）
の
よ
う
に
外
国
人
の
移

住
・
定
住
を
促
進
し
、
地
方
創
生

の
観
点
か
ら
多
文
化
共
生
に
取
り

組
む
小
規
模
自
治
体
も
現
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
自
治
体
で
は
「
多
様

性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
）
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
生

活
支
援
を
中
心
と
す
る
そ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
に
対
し
、
新
し
い
観

点
に
立
っ
た
取
り
組
み
を
、
筆
者

は
「
多
文
化
共
生
２
・
０
」
（
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
多
文
化
共

生
）
と
呼
ん
で
い
る
（
表
参
照
）
。

　
政
府
の
総
合
的
対
応
策
で
は
、

情
報
提
供
や
相
談
の
多
言
語
対
応

と
日
本
語
教
育
が
強
調
さ
れ
て
い

る
。
来
日
間
も
な
い
外
国
人
に
は

情
報
を
多
言
語
で
提
供
し
、
定
住

者
に
は
日
本
語
教
育
を
推
進
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。一
方
、

滞
在
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
、
医

療
や
災
害
な
ど
命
に
関
わ
る
情
報

は
多
言
語
化
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
。

　
総
合
的
対
応
策
で
は
、
８
〜

言
語
に
よ
る
情
報
提
供
や
相
談
を

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
一
部

の
自
治
体
で
は
以
前
か
ら
多
言
語

対
応
が
進
ん
で
い
る
が
、
最
近
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
や
さ
し
い

日
本
語
」
だ
。
日
本
語
を
学
習
し

て
い
る
外
国
人
に
わ
か
り
や
す
い

よ
う
に
、簡
単
な
語
彙
や
文
法
で
、

短
く
は
っ
き
り
と
話
す
日
本
語
の

こ
と
を
指
す
。
政
府
に
は
「
や
さ

し
い
日
本
語
」

の
普
及
に
努
め

る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

　
一
方
、
日
本
語
教
育
に
関
し
て

は
、
超
党
派
の
国
会
議
員
連
盟
が

日
本
語
教
育
推
進
法
案
を
準
備
し

て
、
今
国
会
で
の
成
立
を
目
指
し

て
い
る
。
定
住
外
国
人
の
た
め
の

日
本
語
教
育
の
体
制
整
備
は
喫
緊

の
課
題
と
い
え
る
。
現
在
ド
イ
ツ

や
韓
国
な
ど
多
く
の
先
進
国
で
、

移
民
の
た
め
の
言
語
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

次
に
生
活
環
境
の
整
備
に
関
し

て
、
教
育
と
医
療
は
外
国
人
住
民

に
と
っ
て
特
に
関
心
の
高
い
分
野

だ
。
文
部
科
学
省
に
よ
れ
ば
、
日

本
の
公
立
学
校
で
学
ぶ
外
国
人
児

童
生
徒
は
約
８
万
人
だ
。
日
本
人

児
童
生
徒
も
合
わ
せ
る
と
、
約
４

万
４
千
人
が
日
本
語
指
導
を
必
要

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
４
分
の
１

が
日
本
語
指
導
を
受
け
て
い
な
い

（

年
５
月
時
点
）
。

　
一
部
の
自
治
体
で
は
、
独
自
の

施
策
に
よ
り
外
国
人
児
童
生
徒
な

ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

近
年
注
目
に
値
す
る
の
が
横
浜
市

だ
。

年
度
に
日
本
語
指
導
を
集

中
的
に
行
う
拠
点
施
設
を
設
置
し

た
。
ま
た
以
前
か
ら
学
校
と
地
域

が
連
携
し
て
、
外
国
人
児
童
生
徒

な
ど
を
支
援
し
て
い
る（
拙
著「
新

多
文
化
共
生
の
学
校
づ
く
り
―
横

浜
市
の
挑
戦
」
参
照
）
。

　
文
科
省
に
は
「
多
文
化
共
生
の

学
校
づ
く
り
」
を
全
国
に
広
げ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
ま
た
文
科

省
は
現
在
、
外
国
人
児
童
生
徒
な

ど
の
教
育
を
担
う
教
員
の
養
成
・

研
修
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

を
進
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
教
員

の
資
格
の
創
設
も
望
ま
れ
る
。

　
医
療
に
つ
い
て
は
、
命
に
関
わ

る
情
報
と
し
て
医
療
通
訳
体
制
の

整
備
が
大
き
な
課
題
だ
。

年
代

以
降
、
神
奈
川
県
や
愛
知
県
な
ど

近
い
自
治
体
な
ど
が
医
療
通
訳

シ
ス
テ
ム
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

国
は
そ
う
し
た
既
存
の
地
域
シ
ス

テ
ム
の
活
用
を
前
提
に
、
全
国
の

都
道
府
県
が
医
療
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
通
訳
の
拠
点
を
置
く
よ
う
に

支
援
す
べ
き
だ
。

　
外
国
人
住
民
に
と
っ
て
住
居
の

確
保
も
重
要
だ
。
国
が
初
め
て
実

施
し
た
外
国
人
住
民
実
態
調
査
の

報
告
書
（
法
務
省
、

年
３
月
）

に
よ
る
と
、
住
居
を
探
し
た
外
国

人
の
約
４
割
が
外
国
人
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
入
居
を
拒
否
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
、

年
代
に
外
国
人
の
入
居
が
集
中

し
た
公
営
住
宅
で
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
た
が
、
今
後
も
同
様
な
問
題
は

起
き
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
地
域

で
は
、
日
本
人
住
民
と
外
国
人
住

民
を
仲
介
し
、
共
生
社
会
づ
く
り

を
担
う
人
員
の
配
置
が
必
要
だ
。

　

年
代
前
半
に
は
外
国
人
に
対

す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
問
題
が

大
都
市
を
中
心
に
広
が
っ
た
。
前

述
の
実
態
調
査
で
も
、
住
居
探
し

や
仕
事
探
し
の
時
に
も
差
別
を
受

け
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

国
と
し
て
人
権
の
観
点
に
立
っ
た

多
文
化
共
生
の
意
識
啓
発
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
が
地
域

の
多
様
な
団
体
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
進
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。
筆

者
の
大
学
で
は
毎
年
学
生
た
ち
が

中
心
と
な
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ

る
中
野
区
と
連
携
し
、
住
民
や
区

長
を
は
じ
め
区
の
職
員
が
参
加
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
、
共
生
の
意

識
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
最
後
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
教
育
、医
療
、住
居
、意
識
啓

発
な
ど
様
々
な
課
題
に
取
り
組
む

た
め
の
体
制
整
備
が
重
要
だ
。
国

と
自
治
体
、
企
業
や
市
民
団
体
な

ど
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、連
携
・

協
働
し
て
多
文
化
共
生
社
会
づ
く

り
に
取
り
組
む
に
は
、
多
文
化
共

生
を
推
進
す
る
基
本
法
の
制
定
と

担
当
組
織
の
設
置
が
不
可
欠
だ
。

　
先
進
国
の
多
く
は
、
移
民
の
統

合
を
進
め
る
法
律
を
制
定
し
て
い

る
。
ド
イ
ツ
で
は

年
１
月
に
移

住
法
を
施
行
す
る
と
と
も
に
、
内

務
省
に
連
邦
移
住
難
民
庁
が
設
置

さ
れ
、
移
民
の
た
め
の
ド
イ
ツ
語

学
習
を
中
心
と
す
る
統
合
コ
ー
ス

が
始
ま
っ
た
。
韓
国
も

年
に
在

韓
外
国
人
処
遇
基
本
法
を
制
定

し
、
法
務
省
に
出
入
国
・
外
国
人

政
策
本
部
を
設
置
し
、

年
か
ら

社
会
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
し

て
い
る
。
諸
外
国
や
国
内
の
自
治

体
が
積
み
重
ね
て
き
た
取
り
組
み

を
参
考
に
、
日
本
も
体
制
整
備
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

諸
外
国・先
行
自
治
体
　

参
考
に
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